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北部ベトナム旅行紹介講座 

ハロウィンヴィレッジ2025 

→今年もたくさんの子供たちに

参加していただきました(^^)/ 

日本文化体験講座 茶道 

 「いしづちふれあいの里」でイングリッシュキャ

ンプを開催しました。 

英語での自己紹介から始まり、自然を活かした

ワークショップやカレー作りなど、盛りだくさんの

プログラムを楽しみました。参加者は先生たち

から英語のアドバイスを受けながら、一生懸命

コミュニケーションに挑戦していました。 

Hân hạnh đ ón. ! 

西条市CIRのニーさんに、北部ベトナ
ムのきれいな景色や文化、おいしい
食べ物をたっぷり紹介してもらいまし
た当日は、ベトナムのお茶やコー
ヒー、お茶菓子を味わいながら、
ちょっとした“旅気分”を楽しむことが
できました。 

12/21 

令和７年９月～１２月までに開催したイベントをご紹介します！ イベント実施報告  

10/25 
Happy Halloween！ 

09/27 ベ ト ナ ム 月 祭 り 
今年も大盛り上がり！ 

 今年は100名を超える皆さまにご参加いただきました。 

月にまつわる昔話に耳を傾けたり、バンブーダンスを一緒に踊っ

たり、月まつりに関するクイズに挑戦したりと、会場は子どもたちの

笑顔にあふれ、終始和やかで楽しい時間となりました。 

今年は西条高校生にもお手伝いいただき、日本・ミャンマー・フィ

リピンの遊びをはじめ、さまざまなゲームを通して交流を深めたほ

か、提灯に絵を描く体験では、世界の文化にふれるひとときを皆

で楽しみました。フィナーレのお菓子のつかみ取りでは大きな歓声

が上がり、最後まで大いに盛り上がるイベントとなりました。 

 10月25日（土）、SAIJO BASEにて「ハロ

ウィンヴィレッジ2025」を開催しました。 

会場には多くの子どもたちが集い、

ゲームコーナーでは順番を待つ列が

できるなど、終始にぎやかな雰囲気

となりました。トリック・オア・トリートで

は、仮装した子どもたちが元気な声

を響かせ、会場内を巡っていました。 

 季節行事ならではの演出により、参加者がハロウィンの雰囲

気を存分に楽しめるイベントとなりました。 

アフリカ布ワークショップ 11/08 
産業祭に出店しました 

西条農業高等学校で開催された産

業祭にて、「アフリカ布」を使ったワー

クショップを開きました 

好きなアフリカ布を選んで、キーホ

ルダーやくるみボタンを作るワーク

ショップは毎年大人気。大人から子

供まで作品作りを楽しめます。 

 

『西条ベトナム会』主催で、日本文化体験講

座「茶道」を開催しました 

参加者はお茶の作法を学び、美味しいお茶菓

子をいただきながら、穏やかなひとときを過ご

しました。敷居が高いイメージのある茶道です

が、講師の皆さんが丁寧に指導してくださった

おかげで、初心者でも本格的な所作を体験す

ることができました。 

今年度２回目！お茶を体験しました。 

 11/09 

11/16 

 

11/15 イングリッシュキャンプ Let ' s en joy Engl i sh more f ree l y!    

良いお年を  !  国際交流カフェ 
 今年最後のイベントは、国際交流カフェでにぎやかに締めくくりました。当日はベトナムの方

に本格的なお正月料理を振る舞っていただきました。縁起の良い料理を囲みながら、歌を

聴いたり、日本とベトナムそれぞれのお正月遊びを体験したりと、自然と会話と笑顔があふ

れるひとときとなりました。そしてフィナーレは、すっかり恒例となったビンゴ大会。番号が呼ば

れるたびに歓声が上がり、当選された皆さんには大きな拍手が送られました。 

 

 今号では、西条高校生による

レポートも掲載しています。ぜひ

ご覧ください。  

→大人気バンブーダンス 



2 
令和７年度丹原高校台湾研修に参加して 著：愛媛県立丹原高等学校 ３年 菅 菜月 

１ はじめに 
丹原高校では、シャインマスカット、ニューピオーネなどのブドウを果樹班で栽培していま

す。平成30年度にブドウで、高校では全国初になるグローバルＧＡＰ認証を取得し、今年で

8年目の認証取得を実現しました。初年にはグローバルＧＡＰ認証取得がきっかけとなり、

ブドウを台湾へ輸出し、現地の高級スーパー裕毛屋で販売プロモート活動を実施しまし

た。その年、裕毛屋を運営する(株)裕源の謝明達社長が本校を訪問され、講演をしてい

ただきました。その中で、本校生徒を台湾に招待していただけるとの話があり、台湾研修が

実現しました。翌年の令和元年度に研修生20名で7日間の台湾研修を実施しました。翌年

から新型コロナウイルス感染症が拡大したことで台湾研修は中断しましたが、令和6年度に

再開され、今年度で３回目の台湾研修となりました。9月12日(金)から18日（木）の7日間の

日程で、生徒７名と引率の先生１名の合計8名が参加しました。  

２ 台湾高級スーパー裕毛屋における 

愛媛県フェアでの店舗販売研修 
9月13日（土）、14日（日）の２日間、裕毛屋公益店でインターンシップを経験しました。愛媛県

フェアにおいて、企業、県の皆さんと協力し、ミカンジュースやミカン餅などのミカンの加工

品、じゃこ天やちくわ、鯛飯やサバなどの水産加工品、こんにゃくやシイタケの調味料などの

農産加工品、大福やあられなど愛媛県産品のプロモート販売を行いました。販売研修で

は、夏休みの事前研修会で台湾語（中国語）の講義を受講したりアプリを使って勉強をした

りしたことを生かし、台湾語で話し掛けました。また、事前に挨拶や販売用の言葉を台湾語

で書いたボードを作成し、身振り手振りも交えて現地の方とコミュニケーションを深めました。

お客様から積極的に話し掛けてくれることもありましたが、言葉が分からず苦戦することも多

くありました。しかし、笑顔で接客をすることで、言葉以上に心が通じ合う場面もあり、伝えた

いことが理解されたり、笑顔を返してくれたりしたことが嬉しかったです。愛媛県フェアでの販

売プロモート活動以外には、裕毛屋におけるインターンシップとして、バックヤードでの青果

物の販売準備と販売、裕毛屋こだわりの無添加天然酵母のパンの販売、最新式のカートの

整理など、従業員の方と一緒に働く体験をしました。従業員の方に教えていただきながら何

とかできたと思います。なかなか言葉が理解できず難しかったですが、身振り手振りや英語

を交えるなど悪戦苦闘しながらも優しく教えてくださり、何とか理解することができました。語

学力の大切さ、台湾の方の優しさや国民性が実感 できました。 

３ 裕毛屋セントラルキッチンにおける 

食品製造研修  
  9月15日（月）、16日（火）の２日間は、裕毛屋セントラルキッチン（食研中心）でインター

ンシップに参加しました。パン、クッキー、餃子などの製造体験をしました。工場には、台

湾だけではなくフィリピンなど様々な国の従業員の方がいました。多国籍でグローバル化

を実感しました。商品はどれも化学添加物を一切使用せず、徹底して安心・安全な食品

にこだわっていました。また、日本と台湾の作業の仕方が違っていて、新鮮に感じました。

従業員の方は親切で、私たちが分からなかったり苦戦しているときには、優しく声を掛け

教えてくださいました。２日間の作業は、立ったままの作業で大変さも感じましたが、分か

らないことがあると気軽に話し掛けることができる雰囲気の中、やりがいや充実感などを感

じることができました。 

 ４ 裕懋興業マスク製造工場における 

最先端技術、施設見学 
  ９月17日（水）は、日本向け不織布マスク製造工場の見学でした。ＡＩを活用した全

自動検品と自動包装機が導入されており、世界有数の最先端機器やマスクができる

までの工程を見学しました。工場ではほとんどが機械化されていましたが、最後の確

認作業は人の手でされていました。人と機械やＡＩなどのコンピュータの関わり方につい

て考え、人がいかに活用するかが大切であると感じました。清潔で省力化されている

工場で、次々とマスクが製造されている工程を見ていると、これから将来、私たちが働

く職場もＡＩ、ＩＣＴ、ＩｏＴ、ロボット技術などのハイテク技術を活用したものになっていくの

ではないかと実感しました。また、ここで製造されたマスクはセブンイレブンで販売され

ているものであると知り、身近なものが台湾で作られていることに驚きでした。台湾と日

本の「近さ」も感じました。 
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５ 所感  
 台湾研修を通して、研修生、裕毛屋や食品工場等の従業員の皆さん、台湾でのお

客様など､たくさんの方と交流を深めることができました。最初は、台湾で生活できる

のか、コミュニケーションが取れるのかなど、様々な不安がありました。しかし、事前に

勉強していた台湾語（中国語）や身振り手振りを活かして、現地のたくさんの方と会話

をすることができました。裕毛屋での販売プロモーション活動やセントラルキッチンでの

インターンシップ、マスク工場や台中市内の見学、食事など、多くの場面で台湾の文

化に触れることができ、台湾や日本の文化、生活、人の良さを知りました。また、この

研修には、研修生それぞれが目標を持ち参加しました。 

台湾での体験や研修を通して、国際的視野が広がり、コミュニケーション能力が向上するとともに、目標を達成するための行動力が

身に付きました。これからは、学んだことや感じたことを丹原高校の生徒や地域の方に還元していきます。さらに、この研修の経験を

自分のキャリアや進路、そして生き方に生かしていきたいです。最後になりますが、今回このような機会を与えていただいた（株）裕源

代表取締役謝明達社長、助成金の支援をしていただいた西条市国際交流協会など多くの皆様には大変感謝をしています。（終） 

ベトナムの伝統的な祭～テト・チュン・トゥー～  
自己紹介 
こんにちは。私たちは、西条高校２年生で、今年度マルチサイエンスⅠという課題研

究の授業で「異文化理解と国際交流」について研究をしています。その研究の一環と

して、西条市国際交流協会のご協力のもと、9月27日に開催されたベトナムの中秋節

イベントに参加させていただきました。当日は、ベトナムの伝統的なお菓子を味わった

り、バンブーダンスと呼ばれる伝統的な踊りを体験したりするなど、様々な文化に触れ

ることができました。また、私たちは日本の伝統的な遊びを体験できるブースを設置

し、けん玉や折り紙、コマ、あやとりを通して、来場者の方々に日本文化を紹介しまし

た。今回のニュースでは、そのイベントについて紹介します。 

ベトナム中秋節とは‼ 
中国発祥の東アジアの伝統的な行事の一つで、旧暦の8月15日に行われます。月

餅を食べる習慣や、子どものための祭りであるといった様々な特徴があります。な

ぜ、子どものための祭りかというと、古代ベトナムで、子どもは純粋で無邪気なため、

聖なる自然の世界に近いとされていたからです。また、子どもたちの近くにいること

は、精霊や神とつながる道とされたからです。祭りの夜には、獅子舞の獅子を子ども

たちに買い与え、子どもたちは友達とそれで遊んだそうです。左の写真は、ベトナム

中秋節イベントの際に、入口に飾られていた果物です。 

イベントでの取り組み 
ベトナム中秋節のイベントで、日本の遊びを伝えるブースを開きました。日本の伝統的な遊びである、あやとり、こま、折り紙、けん

玉を参加者に体験していただきました。外国と日本の子どもから大人まで様々な人に体験していただきました。けん玉とあやとり

に苦戦している人が多くいましたが、成功したときにはとても喜んでいただいたので、私たちも嬉しくなりました。このような国際イベ

ントを通じて、もっと多くの人に国際交流に興味を持ってもらいたいです。 

感 想 
外国の方々と直接交流する機会は普段あまり多くないため、今回のイベントはとて

も貴重な経験となりました。ベトナムの伝統的な文化に触れ、外国の方々と交流す

る中で、文化の違いを越えて心が通じ合う瞬間があることを学びました。今回の体

験を通して、異文化に対する理解を深めるとともに、今後も積極的に国際交流に関

わっていきたいという思いが強まりました。このような貴重な機会をいただき、本当に

ありがとうございました。（西条高校2年 尾崎 媛香） 

今回イベントに関わらせていただきありがとうございました。一つのイベントを開催す

るためには、多くの方々が努力し、協力しているからこそできているのだと改めて知

ることができました。今回イベントで私たちのアンケートに協力してくださった方々、本

当にありがとうございました。これからも研究に励みたいと思います。 

（西条高校2年 黒木 翠莉） 
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フルカラーで 

読める！ 
編 集 

後 記 
  

SIEA Information 

2026年もよろしくお願いします。（近） 

中国河北省河北大学西条市訪問団がやってきましました。 
 令和7年8月19日～27日、2年ぶりに河北大学の西条市訪問団（連正団長以下19名）をお迎えしました。昭和56年に西条市少年

合唱団が保定市を訪問して以来、医療分野や工業分野で西条市と保定市は交流を深め、平成6年に友好都市関係を締結し

ました。河北大学には日本語学科があり、今回の訪問団もこの日本語を専攻している生徒達です。平成24年に1回目の訪問団

をお迎えしてから今回で6回目。滞在はホテルではなくホームステイで、皆さん日本の家庭に溶け込んでおられました。 

 この来西をきっかけにして、皆さん日本を好きになり、多くの学生さんが日本留学を希望しているそうです。 

日本文化研修では生徒から希望の高かった着付けや茶道、 

生け花の体験をしました。 西条高校生とにぎやかに交流しました。 

愛媛県への表敬訪問の後松山城、

そして愛大生との交流をしました。 

8日間お世話になったホストファミリーのみなさん。 

ベトナムのテト  
（旧正月）2026 

「テト」ならではの雰囲気や飾り付け、遊び、

ベトナムチマキ包み体験、などを通して、 

ベトナム文化に触れてみませんか。 

当日は、ベトナムの料理や食品などを販売

するベトナムのお店も出店予定です。  

日時：２／８（日）１３時～１５時 

場所；ＳＡＩＪＯ ＢＡＳＥ 

※事前申し込み不要 

問合せ；西条市国際交流協会 

韓国料理教室  
韓国のお正月料理、 

「トック」と「チヂミ」を作ります。 

日時：２月１４日（土） 

    ９時３０分～１３時３０分 

場所；神拝公民館 

対象：小学生以上（小学生は保護者同伴） 

参加費：大人１，５００円（会員１，２００円） 

      子供８００円（会員６００円） 

申込先；２／２（火）～２／１０（火） 

定員：２０名（先着順） 

申込先：西条市国際交流協会 

・団体紹介  

・活動紹介  

・旅行・留学記  

・レシピ  

・メンバー募集  
        Etc.  

写真だけ、 

文章だけでも  

構いません！ 

お気軽に  

ご連絡ください。  


